










































































































































































































































































































































































































   
   
   
２／３   ÷  ２／９  ＝  ３ 
例４ 1ｍの重さが 3/4 ㎏の棒があります。この棒 2/3ｍの重さは何㎏（学習指導要領解
説） 
                     3／4 kg 
         1m 
 
                      ？ kg 
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National Information Center for Educational 
Resources）http://www.nicer.go.jp/がある。平成
13年から、国立教育政策研究所で開発が始められ、
インターネット上の教育用コンテンツを登録、検
索可能にしたデータベースである。教育現場の利
用者が使いやすいように、教材を小学校、中学校、
高等学校の学習指導要領の分類等に基づき、体系
的に整理、検索できるようにしている。
　「算数授業ICT研究会」のホームページ（http://
www.sansu-ict.jp/link.html）では、主に株式会
社内田洋行のスクールプレゼンターを用いた教
育法や、その成果に関する情報を提供している。
2002年に株式会社内田洋行が発売したスクールプ
レゼンターは、学習教材のオーサリングツールで
ある。小学校１年生から６年生まで、各学年にあ
わせた分度器や三角定規、時計、はかりなど算数
の授業で使用するデジタル教具がそろっており、
コンテンツに関しては、小学館デジタルドリルシ
ステムを採用している。ドリル型のコンテンツで
手書き認識にも対応しており、自動採点が可能な
のが特長となっている。初心者にとっても利用情
報が手に入りやすいなど、ICTを効果的に活用す
ることが可能である。
　堀田ら（2008）は、算数科の教科書に準拠した
教室提示用のデジタル教材を開発し提供してい
る。教科書をベースとした、いわゆるデジタル教
科書であって、指導者、学習者とも内容を確認し
やすいものとなっている。コンピュータから、教
室の大型スクリーンに投影し、マウスの動きに
従ってリンクした内容にジャンプして、新たな情
報が提示されるなど、ハイパーリンクの利点を十
分に生かした教材である。
　日野市教育委員会（http://www.hino-tky.ed.jp/
ict-edu/）は、平成18年度からICT活用教育推進
室を設け、全ての教員がICTを活用できるよう、
4名のメディアコーディネータを配置し、全教員
への個別指導の結果、ICTを活用できない教員を
ゼロとした。また、信州大学教育学部附属教育実
12
践総合センターとシャープシステムプロダクト株
式会社が共同開発した授業支援システム「インタ
ラクティブスタディ」を導入し、算数の授業にお
いて、生徒一人ひとりの理解度を個別に把握する
とともに、誤答を即座に分析しリアルタイムで指
導するなど、ICT活用によって教育効果を上げて
いる。
　兵庫県教育委員会の「教科等教材開発事業」は、
各教科のICT教材を開発、蓄積して県下の教育現
場に普及することを目的としている。算数教材に
関しては、氷上教育情報研究会が、少数ではある
が、主にパワーポイント形式およびPDFドキュ
メントで教材を提供している。
http://www.hyogo-c.ed.jp/~ictcnt/h20kyouzai/
shou_san_tanba/index.html
おわりに
　ICTは諸刃の剣である。豊富な教材に安心して、
自分で教材を工夫することが減少するとすれば、
教材情報を提供することの意味がなくなるであろ
う。
　数理統計学者として有名な、R.フィッシャーは、
幼少時から目が悪かったため、夕方以降、天文学
や数学の本を音読でしてもらい学習したという。
その結果彼に求められたのは具体物の観察だけで
はなく、数学的論理的思考であった。フィッシャー
は、幾何学的なセンスが特に優れていたという。
　ICTの活用においても、教材の視覚化だけを重
視することは間違いである。ICTを、教材を大量
に浴びせることができる仕組みと考えることは間
違っている。多様な情報を、考えるヒント、ある
いは手助けとして用いることが最も有効な手法で
あろう。情報を与え続けるのではなく、情報を的
確に返すことによって、スモールステップを用い
て疑問を持つことの楽しさを学ぶことができるの
である。
　「考えるときには黒板が良い」と言われる。こ
れは、情報を大量に与えることができるICT機器
の便利さに依存しすぎた結果ではないか。今後、
ますますICTが普及する中で、黒板以上の効果を
上げる工夫が必要なのである。
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